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月刊 • えぐてびあん n 川と語ろろ • mil (こ生きよラ 


通巻 76 卷 


真如苑だより 


ゴ2が堪九てゆく! 

快®ライ7%支え名人たち 


表紙は語る 


i い A •と ■木釤 
r ORIVEWAYj by 佐 <Md 子 



▲ 24 時間、《え同なく悅刼炉を 
•立川市瀰掃ェ塲(若蕈町）て、 



霪 卸; W: 





11月11日日) 

「第2回 

立川えんえん祭り j 

会項:荣蜻中央公 K 写辺 
01 期:_0:00〜 W 3:30 
主傕:立川市商 a 街 

振與短含1含会 

,1 (ja<23mi<u; へ 


晚い a から秋にかけて、今 
年は随分と台風が興つてき i 
した。ご無事でしたで 
しょぅか。拷、台 M の年は 
S 作など t いわれます " 

稔りおおいこの予節に 、| 
度、典如 ft の n を通つてみま 
せんか * お侍ち L ております。 
# 

■ R 時 nH 15 Hw 

午後2時 — 4時 


■御 本钛，典如 
•:玉 物 肮をはじめ 
として 映 5など 
碰りだくさんの 
用意がしてござ 
います。 

■立 川市民(成人)に限らせて 

m きます。 

■お 中し込みは 7 X . くてびあ 
ん•コンパニオン」〈本 f , i を手 
«してくれた人)へ • 



豊作なり！立川産米 

* 秋*といえば何ん t いつても 
ft 欲のアキ-£«せば山は色づき 
觔物たちは季 
節を感じ*た 
くさんのもの 
を領张す。 
わが街でも米 
の実りに四李 
を!»じます。 



♦n メ • に»く市民の方もいらつ 
しやるでし i ラ。この ttx にも荚味 
しい n メが少々なが . らも • 柴嶙、 
铋町で作られている。この0 £« も， 
この地に合ぅょぅにと ft 菜試鴃埸 
で作られたォスミ付きラィスであ 
ります•多 ¥ 川から玉川上水、柴 
分水と % れてきた水と、ハセカ 
ケされて出来た米 UIF 典 It 銘の立 
川産米です。一度食べてみては • 


立川•レ SSH ^^ 


脂肪が気になるあなたに 

保健所が、栄養展を開催 

近年，%*齐理への関心が商まつ 
ているが、立川保«所地区束 R 1 給 
食施汶捣 m 会では、この点に-*眼 
して毎年、栄養 K を m いている* 
今年は、 9 H 27 日 g 、 乘京郎立川 
保健所において*また 9 nl : 28 日幽 
には、 lr . 川駅南ロコン n —スの二 
力所で fw 催された。 



九回目の本 
年は•脂肪孭 
取增加の釤* 

から成人病が 
增加している 
近年 • i あな 
たは胳昉<あ 

ぶら} t 上手につき*つています 
か彳のテ—マ" 

米$も、同時期に開催 T * 定。 


I 立川クイズ ■ 

甲州街逍_手蓮街进、立川通り 
といぅ具合に銜の进路には大てい 
名荊がついています-では、昭和 
::此念公阄立川口<綵町>の前を砂 
川方而に走る道路は何と呼ばれて 
いるでし 1 TV か • 

①すずかけ通り ® 南- Its 路 
路一号 

【 10 月号の答】 ❶ 

* 末•立川村を治めて名代官の 


» れ .« い江川太郎ん衔 n 英能さん。 
**: 洋のダビンチ身といぅ入もある 
くらい多才な人で L た ■ さて " こ 
の太郎左術門さんがここ立 III で ！ t 
水3年に： I ：と楝应を実施しており 
ます " まず 2 H 3 口に名主中 •* 次 
郎兵術の次女たけ二才八ヶ Ar 
2 H 11 日 PII. 女さく •名主給木平 
九郎次女さた{いずれも生後三ヶ 
Q の3人に後 « 。その後 3 H, 

忖の子どもたちに|咨に行いまし 
た • 江户より4年も早い桃位の実 
施、立川は X スんでいたのです。 


今わが街から出る n ミの ft は 
年間 67J トン以 L , 年々•人 U の 
伸びを a るかに L 间る X ビ—ドで 
梢ぇている"市？！^洸の沢田孝課 
丘に伺ってみた"「可 m ゴミの半 
分近くが紙 W •再牛利用できるも 
のなので、もつたいないですょ。 

- t - v •も会や自： g の^品回収 l:M 
助金を出 I たり，市で菜めた不燃 
物の中から資妝として利用できる 
ゴミを回収したり」あの手この了 
でゴミ滅 a の M ^ を練っている。 

ゴミ処 &: M 前線の :•* 拗 H 9 M 荇 

-1点検柊理の時 n 外•炉はフル问 
fc ですょ-日でも体むと大 ^ r 
例年ぉ1?.爿だけはエ垛も休むんで 
す () ど*今年は沐まずやろ5かつ 
て話も出るぐらいなんです/にお 
•••や«荇などのめ W や機械の故2: 
など•何かあ n ば夜中でも体：：：で 
も HW にかけつける：*民牛沾を 
fl かしかねないゴミの势い•「新し 
い T 裼の逑設 ? t -_ t か，いろいろ 
あります r でも，*本的には一人 



商松大通りや市役^ ii りと*つて 
比較的液®が少ないょうに思う V 
どうだろうか* 

北に向かつて取を走らせると‘ 
fe 手に flfl 和：：111:念公 M のゲ—卜がみ 
えてくる◊右 IW も / rflll も建築中の 
理て物で、あとは ■« 地だ-道路と 

ビルが点在するだけであとは何も 

ない* a 方によつては"米国的と 

もいえる*^フリ—ウェイのよう«: 


地球に生物あまたあ 
る中で、ゴミを出すの 
は人 la ぐらいだそぅな。 
ゴミは、いわば，人問 
の証明%ここ立川の、 
ひたすら增え統ける E 
介なその " a 明，の山 
を、日夜処理し統けて 
いる人たちがいる。目 
立たないところで黙々 
と、わが街の文化的快 
適ライフを支える人た 
ちてある。 


V * 〇⑧⑱# 



立川駅の西^古梅線の踏切り 
のわきに•リ—セントバ1クホテ 


ルがある。後つもに分かれるホテ 

ル前の £ の一つ <:•* へ抜ける is 

路があって rr.IA 路13可 K この道は • 


索 M 


駅ビルのウィル，コン コ1 スに 
面 I たシャッタ—が生り » えられ 
ているのを 兄 掛けたのは、 晚い备 
だったか•夜 も »く*视垛におら 
れた r 犬下堂」 <«崤町》 の方が 
「 m 1 D ッパ拥といぅご注文で I 
てね」 と教えてくれたものだ ♦出 
米 h がってみると，確かに ョ— 口 
ッ* ハ^ といラ カ* フランス^とい 

ぅか、 お ;« 落な 客 M)a が SS ぃ 出 I 
た、たかがシャッタ It ばかに L 
てはいけ ません " この 变化 <: 刺激 
されて， 秋風に 吹かれながら立川 
の銜を 内如 审で涑してみると， 結 
讲 、あるある *.- シヤクタ—ひとつ 
に「思い入れ」が込められている 
のを ft ると，やつて ますね え と声 
を褂けた くなるし • 商 ^ K 盛を析 
りたくなる 參今回 * シャッターを 
きつたシャッ タ | は，ほとんどが 
手描きだが， 時代は n ンビ H — 夕 
I 時 : 枚のカラ—写 典が あれ 
ば、それ t 寸分たがわぬ 形、色が 
吹きつけられて描きだされるとい 
ぅ。 使利は ffi 利だろぅがどこか味 
けない。どこか「えくてびあん 的」 
ではない。 * 店名と #£ 時 (la と電 
話 番号 だけデ カ デカと 5 e されてい 
るのも 味け ない • 絵ごころが* な 
い • なにも $ かれていないシャッ 
ターも結播あ って，そぅいぅのを 
兒ると • ベン キと刷毛を t -〇て 何 
やら塗りたくうてみたい 衝動にか 
られる • t ころで、シヤウ ターを 
撮 ^ する のには rfl fc* 後、夜 Ini が班 
良の シヤクターチヤン スである 4 
P を叩く 娌と秋 t えくてびあん。 


(■ 集 > - I ' zaJH - »山灞子 M JlI a ltia tl rf 
•!• 杓！ rxt * 汽正弘凍 桕悦 -f 

f ; N : 天 »* 與幄« lw fl 田 *:<9 

ス少ジす？ 69技 川 IE 本多 »| 


别ぇ <てびあん第 76 § 

平成二年+ I 月 I 日兑行 
兑行析ぇ < てびあん) R 集エ赛 
東京想立川市* 士见町 220 -IS 
パ—クビュ|ハィツ 50— 〒110 
霣话〇四二五眯〇〇 

5 X 0 四—五 

«* 人立并鬌介 
癸行人沖 fflk 男 
印 W 所侏大廣社 


c »— 29 7 

7 V 


いよいよせまりし 
神無 H " カレンダ— 
も - D 找りのこと多く 
寂 L い 51 が増す時明 
となりました。この 
月は八•白万もの神々 
が出$に生 i り、そ 
のため留守をすると 
ころからこラ E われ 
ている。さて . ms ではどう口に 
されているのであろう。{神有月) 
今 H は、ちょつと.西洋の秋のィ 
メ—ジのするこの作品を選んでみ 
た。枯れ葉が ft るだけで W がいっ 
ばいになるよラな*また’ H レガ 
ントな®じのする配色。制作者 U 
富士兄町7丁目に住む佐*紀子さ 
ん。小さな時から描くのが好きだ 
ったという*この作品は、水彩で 
描いた上に•丁率にニスを塗り£ 
ね作られた絵皿-「高抆に入って 
からも美術をやりたいと思つてい 
たんですが•美術を进択する人が 
多くて出米なかったんです*•やっ 
ばりちょ-〇と悲しかったですね/ 
t 思いを紐る紀子さん•今 U 11 月 
上旬に行ゎれる，卞0»の咿饀で 
多忙の H 々を？3 イシイ1 6* 



のよぅだ•歩く人は*まりいない* 

この进が、卑を追い出し人であふ 

れる時がある•昭和^念公№1で HB 

かれる花火大会のときだ U 焼きと 

ぅ t ろこし、綿菜子、ラムネ、か 

き水が売られ、その R だけは、フ 

y — クエイの面釤はない•絲 H に 

姿を変える • 

(束 S 弘子) 


I 人の念逸が«わっていかなけれ 
ば/日夜'ゴミと格 ML ている人 
の S 葉 U は切実な躲きがあった ■ 

ラィフスタィルや iH 域が変わ<» 
て.昔のょうにゴミを«やせない' 
坪め•られない、 IHi 収業矜もめった 
に朱ない。使い捨て容益の汛らん、 
過辑 ilK 。 どう LTt ゴミが出る 
什妞みでは*るが•しかし…。 

トボス立川店 < BSWI > で U ビニー 
ル袋の無料サ—ビスを L ない*お 
客が A 分で袋 t 侍参する”袋をも 
らうのが* H り rlii の風- i « i の中で•であ 
る。また、|«町の.山下 e 子さんは梢 
掙妁1 :子^ P 会の廃品回収に ^^ L 
ている"「{豕においている問はジヤ 
マでも.^利用 I なくては、ね/ 
その他•ゴミにするには忍びない 
と自分で回収*者に持ちこむ人 • 
等々 • «行抜きに行觔する人が增 
えつつある*「自分 I 人ぐらい」か 
ら「せめて6分一人でも」と'*地味 
で H 立たないけれど*そんな人た 
ちにこの街の快適ライフ U シ * y 力 
y と i えられている" 



スピ—ドをあげる h けにはいかな 

い*でも、ここは H — ミンの歌が 

似合いそうだ” 


多摩防災基 jlh と在かれた大きな 

S 板が*&•人きなパラボラアン 

テナがあるのは、立川防災合同庁 

古の理て物だ*自衛隊だかの官舎 

もある。広路1兮をはさんで* ti の 

防災拠点をつくみラとしているか 




わ' 


漢子一字挿入せよ 

▼西と いつたら 

•と 悟れ 

▼ _ に聞いて 

夕べに改む 


k w f )、5 rs 9 r ^ r 令蚤 
1 >み9省£9二«: 0 ?换 n 々 
• T - , J *; ru $;( H 号^新目 

工-:閱:}腾 


■ 今^2 c 々 fil > ^■号勒 
摹 s^lll ‘仝嗲 W 多黴0-/0 0 
之 ¥ TJ ひ章 ， qxoorrslAY 


















































































